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「
廃
用
症
候
群
」
っ
て
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？「
廃
用
症
候
群
」
と
は
、

寝
か
せ
き
り
な
ど
の
状
態
で
起
こ
る
機

能
低
下
。
赤
ち
ゃ
ん
は
寝
て
育
つ
が
、

高
齢
の
健
康
な
人
が
体
を
動
か
さ
な
い

と
筋
肉
の
萎
縮
、
関
節
の
拘
縮
が
急
激

に
進
む
。
一
度
低
下
し
た
筋
力
を
回
復

さ
せ
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
必
要

だ
。
た
と
え
ば
、
１
日
間
の
安
静
で
生

じ
た
体
力
低
下
を
元
に
戻
す
に
は
１
週

間
。
１
週
間
な
ら
１
カ
月
。だ
か
ら
日
々

の
安
静
は
必
ず
し
も
良
く
な
い
。
高
齢

化
社
会
に
挑
む
に
は
、
体
を
動
か
し
健

康
な
体
を
作
る
こ
と
を
心
が
け
よ
う
。

朔　風

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

23日　道本部第25回執行委員会（札幌市）
　　　　第21回地域政府と政策を考える研究会（札幌市）
24日　道本部第６回拡大闘争委員会（札幌市）
　　　　自治労共済北海道支部運営委員会（札幌市）
26日　第82回自治労定期大会（～ 27日、徳島市）
28日　町村連第４回幹事会（札幌市）

４日　第32回全道自治体職員等女子バレーボール大会
　　　　（～５日、旭川市）

組合員専用ページは
ユーザー名：douhonbu

パスワード：jichi2009

道本部ホームページ

2010年８月

2010年９月

JICHIRO スケジュール

自治労北海道
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地
公
三
者
は
８
月
３
日
、
道
人
事
委

委
員
会
と
の
交
渉
を
実
施
し
、
６
月
22

日
に
提
出
し
た
要
求
書
に
対
す
る
考
え

を
質
し
た
。

　

勧
告
に
つ
い
て
は
「
人
勧
の
内
容
や

他
都
府
県
の
動
向
に
留
意
し
、
検
討
を

進
め
る
」
と
述
べ
、
50
歳
台
後
半
層
の

給
与
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
同
様
の

回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
地

公
三
者
は
、「
月
例
給
、
一
時
金
、
手
当

の
継
続
的
引
き
下
げ
と
独
自
削
減
と
の

二
重
の
削
減
で
職
員
・
家
族
の
生
活
は

限
界
に
き
て
い
る
。
職
員
の
生
活
を
ふ

ま
え
主
体
性
の
あ
る
姿
勢
を
示
す
べ

き
」
と
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
重
ね

て
申
し
入
れ
た
。

二重の削減許さない
な
ら
な
い
が
、
国
家
公
務
員

と
地
方
公
務
員
の
実
態
の
違

い
を
踏
ま
え
た
要
求
整
理
・

交
渉
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

人
勧
制
度
の
廃
止
は
も
う

す
で
に
既
定
路
線
だ
が
、
勧

告
に
よ
ら
な
い
新
た
な
給
与

決
定
方
式
を
展
望
し
て
、
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
は
早
期
に
闘
争
体
制
を

確
立
し
、
賃
金
担
当
者
会
議

等
で
意
思
統
一
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

今
回
の
厳
し
い
勧
告
内
容

は
一
定
受
け
止
め
な
く
て
は

　

今
後
は
勧
告
を
受
け
て
、

９
月
～
10
月
の
政
令
市
・
都

道
府
県
の
人
事
委
員
会
勧
告

期
の
た
た
か
い
、
11
月
の
賃

金
確
定
闘
争
へ
と
賃
金
闘
争

が
続
い
て
い
く
。
道
本
部
と

影
響
す
る
た
め
、
厳
し
い
状

況
の
中
で
交
渉
が
進
め
ら
れ

た
。
特
に
最
低
で
も
４
月
を

下
回
ら
な
い
よ
う
に
と
重
点

的
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
50
歳
台
職
員
の

民
間
賃
金
と
の
大
き
な
逆
較

差
を
理
由
に
、
56
歳
以
上
の

職
員
に
つ
い
て
、
俸
給
表
の

金
額
を
定
率
で
減
額
す
る
と

い
う
極
め
て
問
題
の
あ
る
見

直
し
を
行
う
と
し
て
い
た
。

特
に
50
歳
台
後
半
層
の
給
与

措
置
に
対
し
て
は
、
職
務
給

の
原
則
や
２
０
０
６
年
給
与

制
度
見
直
し
の
基
本
的
な
考

え
方
か
ら
、
給
与
制
度
の
根

　

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

今
年
４
月
時
点
で
の
民
間
給

与
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
月

例
給
が
検
討
さ
れ
た
。
し
か

し
、
春
闘
に
お
け
る
民
間
給

与
の
引
き
上
げ
幅
よ
り
も
、

国
家
公
務
員
の
平
均
年
齢
の

上
昇
に
伴
い
、
給
与
引
き
上

げ
幅
の
方
が
拡
大
し
て
い
る

た
め
、
昨
年
に
引
き
続
く
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
検
討
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
昨
年
１
年
間
の
民
間
支

給
月
数
が
０
・
７
月
か
ら

０
・
８
月
と
大
幅
に
引
き
下

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
務
員

の
一
時
金
へ
も
昨
年
冬
分
が

　
人
事
院
は
８
月
10
日
、
２
０
１
０
年
の
給
与
勧
告
を
実
施
し
た
。
今
年
の
勧
告
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
削
減
と
な
り
、
厳
し
い
勧
告
と
な
っ
た
。
こ

の
勧
告
に
よ
り
国
家
公
務
員
の
年
間
給
与
は
平
均
で
９
・
４
万
円
の
減
額
と
な
る
。

本
基
準
を
転
換
す
る
措
置
で

あ
る
た
め
、
公
務
員
連
絡

会
・
自
治
労
と
し
て
提
案
の

撤
回
を
強
く
求
め
て
き
た
。

　

最
終
的
に
は
月
例
給
与
は

平
均
０
・
19
％
、
７
５
７
円

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
一
時
金

は
４
月
維
持
を
最
後
ま
で
求

め
た
が
、
47
年
ぶ
り
に
４
月

を
下
回
る
０
・
２
月
減
（
期

末
０
・
15
月
、
勤
勉
０
・

０
・
５
月
の
減
）
と
な
っ
た
。

高
齢
層
職
員
の
給
与
措
置
に

つ
い
て
は
、
当
初
、
逆
較
差

を
理
由
に
大
幅
な
減
額
を
検

討
し
て
い
た
が
、
今
年
に
つ

い
て
は
官
民
較
差
０
・
19
％

分
を
行
政
（
一
）
６
級
以
上

か
つ
56
歳
以
上
の
職
員
に
一

律
１
・
５
％
削
減
す
る
こ
と

と
し
、
残
り
の
較
差
分
に
つ

い
て
、
40
歳
以
上
の
職
員
が

存
在
す
る
俸
給
号
俸
を
平
均

０
・
１
％
引
き
下
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。（
勧
告
の
ポ
イ
ン

ト
参
照
）

新
た
な
給
与
決
定
方
式
も
展
望

2010人勧

２
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
勧
告

月
例
給

一
時
金

55
歳
台
後
半
層
減
額
を
強
行

自治労北海道本部
第51回定期大会

９月28日

29日

８：30 受付
９：00 開会

 ９：00 再会
17：00 閉会

ホテルポールスター札幌
札幌市中央区北４条西６丁目

本号の紙面
２ 面
不戦の日８.15北海道集会
桜庭康喜さん「消えたマチ 生ま
れたまち」

４ 面
全国保育集会・職場だより

３ 面
第44回自治体職員等野球選手大会

地
公
三
者

道
人
事
委
員
会
と
交
渉

月例給△0.19％△757円△一時金0.2月

人事院勧告は道本部
ホームページで見よう

 

〔単組組合・組合員専用〕ページで『人事院

勧告』の記事や、資料などを見ることがで

きます。

自治労北海道 検索

ユーザー名・パスワードは スケジュール下でご確認下さい

人事院勧告無視の
削減は許さない
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第44回

自
治
体
職
員
等

野
球
選
手
権
大
会

　

７
月
31
日
～
８
月
２
日
、
稚
内
市
・
大
沼
球
場
を
メ

ー
ン
会
場
に
第
44
回
全
道
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権

全
道
優
勝
大
会
が
開
か
れ
、
地
方
本
部
予
選
大
会
で
勝

ち
抜
い
た
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
全
道
１
６
６
チ
ー

ム
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
の
は
、
昨
年
、
苫
小
牧
市
職

労
に
敗
れ
涙
を
呑
ん
だ
苫
小
牧
消
防
協
が
初
優
勝
し
、

南
幌
町
職
が
準
優
勝
と
な
っ
た
。
９
月
11
日
か
ら
香
川

県
で
行
わ
れ
る
全
国
優
勝
大
会
に
は
昨
年
全
道
優
勝
し

た
、
苫
小
牧
市
職
労
と
苫
小
牧
消
防
協
が
参
加
す
る
。

苫小牧消防協が初優勝
【
決
勝
戦
試
合
結
果
】

　

苫
小
牧
消
防
協
・
山
田
投

手
、
南
幌
町
職
・
伊
藤
投
手
の

先
発
で
始
ま
っ
た
。
苫
小
牧

は
２
回
、
先
頭
の
後
藤
選
手

が
中
前
安
打
で
出
塁
、
二
死

二
塁
と
し
て
松
本
選
手
が
左

中
間
三
塁
打
を
放
ち
先
制
し

た
。
続
く
４
・
５
回
も
得
点
圏

に
走
者
を
進
め
な
が
ら
追
加

点
は
な
ら
ず
。

　

１
点
を
追
う
南
幌
は
、
６

回
二
死
か
ら
鷲
尾
選
手
・
常

田
選
手
の
連
続
安
打
で
一
・

二
塁
と
同
点
の
チ
ャ
ン
ス
作

っ
た
が
、
後
続
が
倒
れ
て
得

点
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

最
後
の
南
幌
の
攻
撃
も
１

番
か
ら
の
好
打
順
だ
っ
た

が
、
山
田
投
手
の
前
に
三
者

凡
退
と
な
り
、
１
点
を
守
り

き
っ
た
苫
小
牧
が
初
優
勝
し

た
。

準優勝した南幌町職チーム＝８月２日、稚内市・大沼球場 苫小牧消防協と南幌町職の決勝戦

南幌町職 000 000 000 0

苫小牧消防協 010 000 00x 1

◇決勝　◇開始 12：00　◇終了 14：30　◇稚内大沼球場

優勝した苫小牧消防協チーム＝８月２日、稚内市・大沼球場

忘
れ
ら
れ
な
い
場
所〝
稚
内
〟

個 

人 

賞

勝
利
監
督
賞

　

消
防
職
員
の
立
場
で
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
。
初
優
勝
は
と
て
も

う
れ
し
い
し
、
勤
務
日
程
の

調
整
な
ど
で
協
力
を
い
た
だ

い
た
職
場
の
仲
間
に
も
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。

　

若
い
チ
ー
ム
な
の
で
守
備

力
を
鍛
え
て
全
国
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
。
稚
内
は
忘
れ

ら
れ
な
い
場
所
に
な
っ
た
。

小杉　豊一さ　
　ん

（苫小牧消防協）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞後藤　優也さ　

　ん

（苫小牧消防協）

　

春
か
ら
今
大
会
の
優
勝
を

め
ざ
し
て
き
た
。
念
願
が
か

な
っ
て
う
れ
し
い
。

打
撃
賞

殊
勲
賞

敢
闘
賞

最
優
秀
選
手
賞

寒河江宏樹さ　
　ん

松本　康太さ　
　ん

伊藤　文敏さ　
　ん

山田　耕司さ　
　ん

（苫小牧消防協）

（苫小牧消防協）

（南幌町職）

（苫小牧消防協）

　

た
ま
た
ま
ヒ
ッ
ト
を
打
て

た
。
賞
を
い
た
だ
け
て
恐
縮

し
て
い
る
。

　

決
勝
ま
で
打
て
な
か
っ

た
。
ぜ
ひ
打
ち
た
か
っ
た
１

本
だ
っ
た
。

　

少
な
い
組
合
員
数
と
野
球

部
員
。
仲
間
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
。

　

昨
年
は
サ
ヨ
ナ
ラ
で
敗
れ

た
。
全
国
大
会
へ
の
代
表
権

を
と
れ
て
う
れ
し
い
。

仲
間
が〝
ひ
と
つ
〟に
な
っ
た
全日本自治体職員等スポーツ大会2010in香川

2010. ９.11㈯～ 13㈪ 香川県高松市･さぬき市
第26回野球選手権全国優勝大会/北海道出場チーム＝苫小牧職労と苫小牧消防協

第32回全道自治体職員等
� 女子バレーボール大会
９月４日㈯～５日㈰　全道13チームが参加

旭川市・忠和公園体育館
 　　  ・鷹栖町総合体育館

　

８
月
15
日
、
札
幌
市
・
か
で
る
２
・
７
で
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
戦
後
60
年
北
海
道
行
動
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
「
不
戦
の
日
８
・
15
北
海
道
集
会
」
が
開

か
れ
約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。
戦
後
65
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
に
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
江
本
代
表
は
、「
65
年

経
過
し
て
戦
争
や
恐
怖
が
風

化
し
な
い
よ
う
に
、
こ
の
集

会
を
継
続
す
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
ま
た
、『
昭
和
史
』
を
書

い
た
作
家
・
半
藤
一
利
さ
ん

の
言
葉
を
紹
介
し
た
。

　

半
藤
さ
ん
は
、
太
平
洋
戦

争
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
に
つ

い
て
「
多
く
は
軍
部
の
暴
走

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
止
め
き
れ
な
か
っ
た
政

府
・
政
治
家
に
も
責
任
が
あ

る
。
一
番
大
き
い
の
は
マ
ス

　

講
演
は
、「
辺
野
古
を
考
え

る
―
戦
争
の
な
い
時
代
を
築

く
た
め
に
撮
る
」
と
題
し
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監

督
の
藤
本
幸
久
さ
ん
と
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
影
山
あ
さ

子
さ
ん
が
講
演
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
、「
日
本
は
戦

争
を
し
な
い
国
、
ア
メ
リ
カ

は
今
も
戦
争
行
う
国
と
別
な

道
を
歩
ん
で
き
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
毎
年
15
万
人
の
若
者

が
兵
士
と
な
り
、
軍
隊
に
入

れ
ば
大
学
に
行
け
る
な
ど
貧

困
層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

講
演
は
、
「
海
兵
隊
、
沖

縄
、
辺
野
古
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ミ
。
そ
の
マ
ス
コ
ミ
の
報

道
に
駆
ら
れ
て
戦
争
へ
の
道

を
選
択
し
た
世
論
こ
そ
が
大

き
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

「
こ
の
こ
と
を
か
み
し
め
な

が
ら
今
後
の
運
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

海
兵
隊
の
訓
練
状
況
や
、
戦

場
の
記
憶
と
し
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
辺
野
古
の
基
地
建

設
反
対
運
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
上
映
し
説
明
し
た
。

　

説
明
の
中
で
、
「
海
兵
隊

は
、
世
界
中
の
ど
こ
で
も
戦

争
が
で
き
る
よ
う
に
、
毎
日

人
を
殺
す
訓
練
を
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
と
自
衛
隊
が

一
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
よ

く
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

た
。
辺
野
古
の
新
基
地
に
つ

い
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
出
撃
拠

点
と
し
て
機
能
強
化
さ
れ
、

日
本
の
若
者
が
戦
争
に
行
く

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
沖
縄

の
、
お
じ
ぃ
・
お
ば
ぁ
は
、
反

対
運
動
を
続
け
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　

ま
た
、
影
山
さ
ん
は
、
日

本
で
１
０
０
０
回
以
上
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
証
言
し
、
日

本
に
骨
を
埋
め
た
元
海
兵
隊

員
ア
レ
ン
さ
ん
の
思
い
を
語

り
、
声
を
つ
ま
ら
せ
た
。

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
田
代
表
は
、「
言
い
尽
く
さ

れ
た
言
葉
だ
が
、『
抵
抗
な
く

し
て
平
和
な
し
、
平
和
な
く

し
て
く
ら
し
な
し
』、憲
法
前

文
９
条
を
世
界
に
広
げ
て
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

不
戦
の
日

平
和
へ
の
思
い
新
た
に

8.15

右が監督の藤本幸久さん、左がプロデューサーの影山あさ子さん
＝８月15日、札幌市・かでる２・７

自治労北海道本部第51回定期大会事前会議

会　　議　　名 日　　時 場　　所

青 年 部 幹 事 会 ９月 10 日 13 時～ 12 日 13 時 自治労会館３階役員会議室

青 年 部 総 会 ９月 11 日 13 時～ 12 日 12 時 30 分 自治労会館５階大ホール

女 性 部 幹 事 会 ９月 17 日 13 時 30 分～ 18 日 12 時 自治労会館３階役員会議室

女 性 部 総 会 ９月 18 日 13 時～ 19 日 12 時 自 治 労 会 館 ５ 階 ホ ー ル

衛 生 医 療 評 議 会 幹 事 会 ９月 18 日 11 時～ 12 時 自治労会館４階第５会議室

衛 生 医 療 評 議 会 総 会 ９月 19 日９時～ 12 時 自治労会館３階第１会議室

公共民間労組協議会幹事会 ９月 11 日 13 時 30 分～ 15 時 自治労会館３階第１会議室

公共民間労組協議会総会 ９月 11 日 15 時～ 17 時 自治労会館３階第１会議室

社 会 福 祉 評 議 会 幹 事 会 ９月 26 日 10 時～ 12 時 自治労会館３階役員会議室

社 会 福 祉 評 議 会 総 会 ９月 26 日 13 時～ 17 時 自治労会館３階役員会議室

現 業 公 企 評 議 会 幹 事 会 ９月 26 日 10 時～ 18 時 自治労会館３階中ホール

現 業 公 企 評 議 会 総 会 ９月 27 日９時～ 18 時 自治労会館５階大ホール

消 防 協 役 員 会 ９月 26 日 13 時～ 17 時 自治労会館４階第５会議室

消 防 協 総 会 ９月 27 日 10 時～ 17 時 自 治 労 会 館 ４ 階 ホ ー ル

都 市 連 絡 会 議 幹 事 会 ９月 27 日 10 時～ 12 時 自治労会館３階第１会議室

都 市 連 絡 会 議 総 会 ９月 27 日 13 時 30 分～ 17 時 自治労会館３階第１会議室

町 村 連 絡 会 議 幹 事 会 ９月 27 日９時～ 12 時 自治労会館４階第５会議室

町 村 連 絡 会 議 総 会 ９月 27 日 13 時～ 17 時 自治労会館３階中ホール

─ スウェーデンの障がい者福祉に学ぶ　ＰＡＲＴⅡ ─

｢障がい者（患者）から市民へ｣
─ 2001 ～ 10年の歩み ─

第１部　10：30 ～ 12：00

重症児者にかかわる団体・事業所報告

─パネル展示・販売・情報提供─

第２部　13：00 ～ 16：30

報告と講演の集い

札幌の取り組みの報告（13：00 ～ 14：30）

エライン・ヨハンソンさんの講演（14：45 ～ 16：30）

「障がい者（患者）から市民へ」

─2001 ～ 10年のスウェーデンの歩み─

通訳・解説　ハンソン友子さん

参加費1,000円（前売900円、学生割引500円）

実行委員会　TEL 011－770－5960

後援　札幌市・札幌市社会福祉協議会・北海道理学療法士

　　　会・北海道作業療法士会・自治労北海道本部ほか

「辺野古を考える」全国キャラバン
　藤本幸久さんが撮影した、辺野古、沖縄・海兵隊をテー
マにした４本の映画と最新の映像レポートを背おって、
全国をまわっています。（12月まで）
　　　　　　　　　
森の映画社

と　き　2010年9月５日㈰
　　　　10：30 ～ 16：30
ところ　自治労会館５階大ホール
　　　　北区北６条西７丁目

消えたマチ
� 生まれたマチ

　

元
名
寄
市
長
の
桜
庭
康
喜

さ
ん
が
、「
消
え
た
マ
チ　

生

ま
れ
た
マ
チ
」
平
成
の
大
合

併
に
揺
れ
た
市
区
町
村
の
本

音
～
を
刊
行
し
た
。
桜
庭
さ

ん
が
８
年
６
カ
月
か
け
て
、

全
国
３
１
２
８
自
治
体
を
歩

い
た
訪
問
活
動
記
録
。

「
は
じ
め
に
」に
よ
り（
抜
粋
）

　

現
職
時
代
、
全
国
の
先
進

的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る

多
く
の
市
町
村
の
事
例
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
学
べ
ば

学
ぶ
ほ
ど
「
本
来
の
自
治
体

の
あ
る
べ
き
姿
」
は
「
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
派
手
に
報
道
さ
れ

る
姿
」
で
は
な
く
、
こ
の
地

を
終
の
棲
家
と
定
め
た
住
民

が
地
道
に
生
き
生
き
と
元
気

に
活
動
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
形
成
す
る
姿
で
、
時

代
を
超
越
し
た
「
住
民
の
主

体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
」
に
あ
る
の
で
は
、
と
の

考
え
が
強
く
な
っ
た
。
無
事

現
役
を
終
え
た
時
、
全
国
の

市
区
町
村
を
訪
問
し
、
自
ら

の
考
え
を
検
証
す
る
活
動
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
い
、

と
漠
然
と
し
た
夢
を
描
い
て

い
た
。

※
各
自
治
体
単
組
に
１
冊
送

付
し
ま
し
た
。
活
動
の
参
考

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
の
購
入
は
北
海
道
地
方

自
治
研
究
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１

１
―
７
４
７
―
４
６
６
６

元
名
寄
市
長 

桜
庭
康
喜
さ　

　

ん

が
つ
づ
る

市
町
村
訪
問
記（
Ａ
５
版
２
分
冊

２ 

５ 

０ 

０ 

円

）

戦
争
の
な
い
時
代
築
く
た
め
に
撮
る

全
国
優
勝
大
会
は
苫
・
苫

自主上映（上映素材の貸し出しをしています）



職
場
だ
よ
り

自 治 労 北 海 道 第２００５号����（　　　　　　　　　　）毎月１日・11日・21日発行、定価　１部 ６円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています（　　　　）昭和28年12月12日

第３種郵便物認可２０１０年８月11日、21日合併号

　

「
子
ど
も
は
主
権
者
、

21
世
紀
の
保
育
は
地
域
か

ら
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
自
治
労
第
31
回
全
国

　

【
空
知
地
本
発
】
沼
田
町

職
は
、
地
域
へ
の
貢
献
を
目

標
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
町
内
の
農
協
青
年
部

や
商
工
青
年
部
と
連
携
し
地

域
交
流
に
関
す
る
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
商
工
青
年
部
と
、

例
年
７
月
末
に
行
っ
て
い
る

夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
い
こ
い
の

広
場
」
で
、
地
場
産
の
米
や

野
菜
使
用
の
ビ
ッ
グ
な
ラ
イ

ス
バ
ー
ガ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

保
育
集
会
が
、
７
月
30
日
～

８
月
１
日
、
猛
暑
の
和
歌
山

市
で
開
か
れ
た
。
全
国
か
ら

１
、
５
０
０
人
（
北
海
道
14

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
沼
田

商
工
青
年
会
議
所
が
創
立
60

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

に
、
町
内
の
食
材
と
合
わ
せ

て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
考
え
た
も

の
で
す
。
米
や
野
菜
は
農
協

青
年
部
の
協
力
で
提
供
を
頂

き
、
沼
田
町
の
和
牛
を
利
用
。

60
周
年
に
ち
な
ん
で
60
㎝
の

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
を
作
製
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
年

越
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
連
携

単
組
29
人
）
が
参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
地
元
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
奥
熊
野
太
鼓
で
幕

を
開
け
、
保
育
を
め
ぐ
る
状

況
の
課
題
整
理
と
、
問
題
解

決
に
向
け
た
議
論
を
目
的
に

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
２
日

間
に
わ
た
る
雪
祭
り
「
雪
の

ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
大

型
滑
り
台
の
作
製
や
、
子
ど

も
達
が
対
象
の
各
種
ゲ
ー
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
１
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一
週

間
前
に
は
連
日
準
備
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
貢
献
で

き
る
活
動
を
通
じ
て
、
町
内

の
青
年
部
と
交
流
し
、
組
合

行
わ
れ
た
。

　

初
日
は
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ミ
ニ
マ
ム
」
な
ど
の
基
調
報

告
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
長
の
湯
浅
誠
さ
ん
が

「
貧
困
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
を
語
る
」
を
テ
ー
マ
に

「
貧
困
は
貧
乏
と
孤
立
。
そ

れ
を
な
く
す
し
く
み
を
つ
く

ろ
う
」
と
講
演
し
た
。
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
当

事
者
の
思
い
を
支
え
る
し
く

み
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

　

集
会
２
、
３
日
目
は
分
科

会
に
別
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
の

課
題
へ
の
議
論
を
深
め
た
。

　

今
回
の
全
国
集
会
で
は
、

日
々
の
保
育
に
追
わ
れ
る

中
、
じ
っ
く
り
と
子
ど
も
の

こ
と
を
考
え
、
自
分
の
保
育

を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
全
体
講
演
で

は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」

に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
大
事

な
仕
事
に
携
わ
り
、
一
番
身

近
な
と
こ
ろ
で
、
そ
の
権
利

を
保
障
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
立
場
で
も
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
子
ど
も
ひ
と

り
ひ
と
り
の
育
ち
を
大
切
に

し
て
、
発
達
を
見
つ
め
直
し

　

暑
い
、
熱
い
和
歌
山
は
、

奥
熊
野
太
鼓
の
重
く
ズ
シ
ン

と
く
る
鼓
動
で
始
ま
り
、
小

樽
潮
太
鼓
保
存
会
の
一
員
で

も
あ
る
私
に
と
っ
て
は
、
さ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
、
職
種
や
年
齢
の
垣

根
を
こ
え
て
、
日
々
の
悩
み

や
思
い
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
に
対
す

る
思
い
は
ど
こ
に
い
て
も
み

ん
な
一
緒
だ
と
い
う
こ
と

を
、
知
る
こ
と
が
で
き
、
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
が
世
界
遺
産
の
地
な
ら
で

は
の
響
き
だ
と
、
神
聖
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、「
食
育
」
に

参
加
し
、
戦
後
の
歴
史
と
と

も
に
食
品
や
電
化
製
品
の
変

遷
、
孤
食
の
増
加
や
食
卓
の

変
化
な
ど
、
現
代
社
会
に
お

け
る
現
実
的
な
問
題
や
課
題

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
食
を
摂
ら
な
い
子
ど
も

達
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

個
々
に
対
応
で
き
る
支
援

を
、
私
た
ち
保
育
士
も
家
庭

と
協
力
し
合
い
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
「
体
育
遊
び
・

カ
ト
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
何
よ
り

好
き
な
私
は
、
ノ
リ
ノ
リ
で

楽
し
み
ま
し
た
。
す
ぐ
に
で

も
保
育
現
場
で
生
か
し
た
い

で
す
。
和
歌
山
、
最
高
!!

自治研全道集会実行委員会＝７月31日、厚沢部町

　

道
本
部
ベ
ビ
ー

ラ
ッ
シ
ュ
の
中
、

我
が
家
に
も
つ
い

に
新
し
い
家
族
が

で
き
た
…
愛
犬

「
し
ゅ
ん
」
で
あ

る
。キ
ャ
バ
リ
ア
・

キ
ン
グ
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ス
パ
ニ
エ
ル
と
い
う
小

型
犬
。
親
バ
カ
と
は
ま
さ
に

こ
の
こ
と
で
、
ど
こ
の
キ
ャ

バ
リ
ア
を
見
て
も
う
ち
の
愛

犬
が
一
番
可
愛
く
見
え
る

（
実
際
可
愛
い
の
だ
）
。

　

毎
朝
「
一
緒
に
連
れ
て
っ

て
～
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

寂
し
げ
な
目
に
後
ろ
髪
を
ひ

か
れ
な
が
ら
も
心
を
鬼
に
し

て
家
を
で
る
。
仕
事
を
終
え

て
家
に
帰
る
と
「
待
っ
て
た

よ
～
」
と
全
身
を
フ
ン
フ
ン

揺
ら
し
て
私
の
帰
り
を
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
（
は
ず
）。

な
ん
て
可
愛
い
ん
だ
ろ
う
！

　

動
物
を
飼
う
の
は
初
め
て

な
の
で
、
愛
犬
の
気
持
ち
を

探
ろ
う
と
、
た
め
し
に
専
門

雑
誌
を
読
ん
で
み
た
。
誰
が

ど
う
や
っ
て
犬
の
気
持
ち
を

聞
い
た
か
知
ら
な
い
が
、
い

ろ
ん
な
気
持
ち
が
書
い
て
あ

る
。
へ
ぇ
～
な
る
ほ
ど
…
と

は
思
う
が
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
に
。

　

お
互
い
を
理
解
し
尊
重
し

合
う
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
思
い
や
り
が
大
切

だ
。
動
物
も
人
間
も
。
職
場

も
労
働
組
合
も
。

�

（
高
山
智
子
）

忙中余話

　

８
月
10
日
、
人
事
院
が
２
０
１
０
年
度

の
国
家
公
務
員
一
般
の
給
与
を
２
年
連
続

で
引
き
下
げ
る
よ
う
内
閣
等
に
勧
告
し
て

い
ま
す
。
こ
の
勧
告
の
取
り
扱
い
を
決
め

る
、
政
府
の
給
与
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、

勧
告
通
り
実
施
す
べ
き
と
い
う
意
見
と
、

勧
告
以
上
に
削
減
に
切
り
込
む
べ
き
と
の

意
見
が
あ
る
よ
う
で
す
が
ま
だ
結
論
は
出

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）
に
人
事
院

勧
告
内
容
を
実
施
せ
ず
凍
結
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
勧
告
通
り
実
施
し
な

か
っ
た
の
は
こ
の
時
だ
け
で
す
。
確
か

に
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
を
考

え
る
と
、
さ
ら
に
給
与
を
削
減
す
べ
き

と
の
声
は
理
解
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
事
院
勧
告
は
一
般
に
公

務
員
の
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置

と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
制
度
の
趣
旨
に

鑑
み
る
と
、
勧
告
通
り
実
施
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。

�

（
８
月
12
日
東
京
に
て
）

勧
告
通
り
実
施
す
べ
き

おーさかさん
の　

国会だより

「いこいの広場」で作製した60㎝のライスバーガーと部員＝７月30日

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明
し
、
当
日
の
受
付
の

段
取
り
や
、
使
用
会
場
の
事

前
準
備
、
全
体
集
会
と
交
流

会
場
の
会
場
設
営
や
内
容
。

ま
た
、
司
会
進
行
の
段

取
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
内
容
や
、
後
片
付

け
に
至
る
ま
で
、
詳
細

に
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
前
日

の
９
月
９
日
に
各
班
が

集
合
し
て
、
会
場
設
営

す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
全
道
か
ら
参
加
す

る
組
合
員
の
皆
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
た
め
に
、
準
備

万
端
整
い
つ
つ
あ
る
現
状
で

す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
書
記
長
・
佐
野
栄
一
）

　

【
檜
山
地
方
本
部
発
】
７

月
31
日
、
檜
山
管
内
厚
沢
部

町
で
９
月
10
～
11
日
に
開
催

さ
れ
る
第
33
年
次
自
治
研
全

道
集
会
に
向
け
て
、
檜
山
地

本
実
行
委
員
会
第
２
回
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

　

前
回
の
実
行
委
員
会
で

は
、「
総
務
班
」「
会
場
班
」「
宿

泊
班
」「
交
流
班
」
の
４
班

を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
を
決
め
ま
し
た
。そ
の
後
、

厚
沢
部
町
職
を
中
心
に
全
体

の
仕
切
り
、
会
場
案
内
図
、

宿
泊
施
設
最
寄
り
マ
ッ
プ
、

２
次
会
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

町
職
員
組
合
青
年
女
性
部
書

記
長
・
一
戸
邦
仁
）

の
団
結
を
深
め
て
今
後
も
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
（
沼
田

自治労道本部のホームページ　www.jichiro-hokkaido.gr.jp

当
事
者
の
思
い
支
え
よ
う

ビ
ッ
ク
な
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
で
地
域
交
流

厚
沢
部
町
で
お
待
ち
し
て
ま
～
す

保
育
見
つ
め
直
す

良
い
機
会

保
育
現
場
で

生
か
し
た
い

山
上
い
づ
み
さ
ん

士
別
市
職
労

前
田
春
香
さ
ん

小
樽
市
職
労

第33年次自治研全道集会

場所 厚沢部町保健福祉センター

基調講演
「地域主権について」

講師：逢坂誠二衆議院議員
　　　（内閣総理大臣補佐官）

パネルディスカッション
『地域主権』と北海道の自治

とき ９月10日（金）13時～
11日（土）12時まで

参

加

者

の

声

逢坂誠二

⑲

　自治労は、子どものためのナショナルミ

ニマム（最低基準）の改善について、連合と

連携し取り組んでいる。特に「子ども・子

育て新システム」の詳細設計への対応や最

低基準問題について、連合「子育て基金」

実現の取り組みと連携して取り組んでいる。

ナショナルミニマムキャンペーン


